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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】戻り風路の逆流を抑制し、貯蔵室よりも上方の
他室の温度上昇を抑制する冷蔵庫を提供する。
【解決手段】他室１６よりも高温に設定される貯蔵室１
７と、前記貯蔵室１７の奥部に配置される冷却器２４と
、前記冷却器２４の下方に配置される除霜ヒーター２６
と、前記貯蔵室１７よりも上方の前記他室１６からの戻
り風路１６Ｂと、を備え、前記他室１６からの戻り風路
１６Ｂは、前記除霜ヒーター２６よりも低い位置を通る
下部戻り風路１６Ｂ－１を備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他室よりも高温に設定される貯蔵室と、
　前記貯蔵室の奥部に配置される冷却器と、
　前記冷却器の下方に配置される除霜ヒーターと、
　前記貯蔵室よりも上方の前記他室からの戻り風路と、を備え、
　前記他室からの戻り風路は、前記除霜ヒーターよりも低い位置を通る下部戻り風路を備
える、冷蔵庫。
【請求項２】
　前記下部戻り風路は、前記貯蔵室と、前記貯蔵室よりも下方の前記他室とを仕切る下部
断熱仕切壁に配置される、請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記下部戻り風路は、前記下部断熱仕切壁の一部を凹ませて略Ｕ字状に形成される、請
求項２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記下部戻り風路は、下方へ突出する突出壁を備える、請求項３に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記他室からの戻り風路の内壁に水切りを備え、
　前記水切りは、前記冷却器のドレンパンに連通するドレン開口を備える、請求項１ない
し４の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記水切りは、集合部と、集合部に向けて傾く水切り板と、を備え、前記ドレン開口は
、前記集合部の底に形成される、請求項５に記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記下部戻り風路は、冷却室への戻り口を備え、前記戻り口は前記除霜ヒーターの前方
に開口する、請求項１ないし６の何れか一項に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、野菜室の上方に配置される製氷室と、野菜室の背面に配置される冷却器と、冷却
器の下方に配置される除霜ヒーターと、を備える冷蔵庫が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１８／１３１１５７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のように、野菜室の上方に製氷室を備える場合、除霜ヒータ
ーによって、温められた空気が製氷室の戻り風路を逆流する可能性がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記課題に鑑み、戻り風路の逆流を抑制し、貯蔵室よりも上方の他
室の温度上昇を抑制する、冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明は、他室よりも高温に設定される貯蔵室と、前記貯蔵
室の奥部に配置される冷却器と、前記冷却器の下方に配置される除霜ヒーターと、前記貯
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蔵室よりも上方の前記他室からの戻り風路と、を備え、前記他室からの戻り風路は、前記
除霜ヒーターよりも低い位置を通る下部戻り風路を備える、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、冷却器を除霜する場合、除霜ヒーターによって温められた空気が、他
室の戻り風路を逆流することがない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】冷蔵庫の外観斜視図
【図２】冷蔵庫の風路構成を示す模式図
【図３】（Ａ）は、背壁構造体の正面図、（Ｂ）は、（Ａ）のＡ－Ａ線断面図、（Ｃ）は
、（Ａ）のＢ－Ｂ線断面図
【図４】図３（Ａ）のＩＶ－ＩＶ線断面図
【図５】背壁構造体の分解斜視図
【図６】（Ａ）は、図３（Ａ）のＶＩ－ＶＩ線断面図、（Ｂ）は、（Ａ）のＣ－Ｃ線断面
図、（Ｃ）は、（Ａ）のＤ－Ｄ線断面図
【図７】図６（Ｂ）の拡大図
【図８】（Ａ）は、水切りを拡大して示す断面図、（Ｂ）は、戻り風路の横断面図、（Ｃ
）は、戻り風路の縦断面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　第１の発明は、他室よりも高温に設定される貯蔵室と、前記貯蔵室の奥部に配置される
冷却器と、前記冷却器の下方に配置される除霜ヒーターと、前記貯蔵室よりも上方の前記
他室からの戻り風路と、を備え、前記他室からの戻り風路は、前記除霜ヒーターよりも低
い位置を通る下部戻り風路を備える。
　これによれば、除霜ヒーターに通電し、冷却器の除霜を行う場合、温められた空気は上
方に向かうが、除霜ヒーターよりも低い位置を通る下部戻り風路を備えるため、温められ
た空気の製氷室への逆流が防止される。
【００１０】
　第２の発明は、前記下部戻り風路は、前記貯蔵室と、前記貯蔵室よりも下方の前記他室
とを仕切る下部断熱仕切壁に配置される。
　これによれば、下部戻り風路は、除霜ヒーターよりも低い位置を通ることになり、温め
られた空気の製氷室への逆流が防止される。
【００１１】
　第３の発明は、前記下部戻り風路は、前記下部断熱仕切壁の一部を凹ませて略Ｕ字状に
形成される。
　これによれば、下部戻り風路は、除霜ヒーターよりも低い位置を通り、温められた空気
の製氷室への逆流が防止される。
【００１２】
　第４の発明は、前記下部戻り風路は、突出壁により、略Ｕ字状の下部戻り風路が形成さ
れる。
　これによれば、下部戻り風路を通って戻る空気は、突出壁の下端を回り込んで、略Ｕ字
状の風路を通るため、温められた空気の製氷室への逆流が防止される。
【００１３】
　第５の発明は、前記他室からの戻り風路の内壁に水切りを備え、前記水切りは、前記冷
却器のドレンパンに連通するドレン開口を備える。
　上述したように、下部戻り風路を備えても、除霜時には、除霜ヒーターの熱が若干伝わ
り熱によって戻り風路内に結露が発生する。
　これによれば、戻り風路内に結露が発生しても、水切りにより、結露水はドレンパンに
回収される。
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【００１４】
　第６の発明は、前記水切りは、集合部と、集合部に向けて傾く水切り板と、を備え、前
記ドレン開口は、前記集合部の底に形成される。
　これによれば、戻り風路内に結露が発生しても、水切りにより、結露水はドレンパンに
回収される。
【００１５】
　第７の発明は、前記下部戻り風路は、冷却室への戻り口を備え、前記戻り口は前記除霜
ヒーターの前方に開口する。
　これによれば、下部戻り風路を通って戻る空気は、除霜ヒーターの前方に向かうため、
温められた空気の製氷室への逆流が防止される。
【００１６】
　図１は冷蔵庫の外観斜視図である。
　本実施の形態に係る冷蔵庫は、前方を開口した冷蔵庫本体１を備え、この冷蔵庫本体１
内には、複数の室が断熱区画形成される。
　冷蔵庫本体１内に形成した室は、最上部の冷蔵室１４と、冷蔵室１４の下に設けた製氷
室１６と、その横に設けた切換え室１５と、切換え室１５及び製氷室１６の下に設けた野
菜室（貯蔵室）１７と、野菜室１７の下に設けた冷凍室１８と、で構成される。冷蔵室１
４には、複数の不図示の棚板が設けられ、下部には不図示のパーシャル室が設けられる。
各室１４～１８は、冷蔵庫本体１と同様の断熱構成を採用した回動式の扉７或いは引出し
式の扉８、９、１０、１１により開閉自在である。
　上記の野菜室１７は貯蔵室を構成し、冷蔵室１４と、切換え室１５と、製氷室１６と、
冷凍室１８とは他室を構成する。
【００１７】
　冷蔵室１４は、冷蔵保存するための室で、凍らない程度の低い温度、具体的には、通常
１～５℃に設定され冷却される。冷蔵室１４内に設けたパーシャル室２２は冷蔵室１４よ
りも低い約－３℃前後の温度に設定され冷却される。
　切換え室１５は、例えば、－２２～－１８℃に設定され冷却される冷凍温度帯から、例
えば、１～５℃に設定され冷却される冷蔵温度帯まで、冷却温度を幅広く切り替えること
ができるようになっている。
【００１８】
　野菜室１７は、冷蔵室１４と同等もしくは若干高く温度設定される室で、具体的には、
２～７℃に設定され冷却される。
　この野菜室１７は野菜等の収納食品から発せられる水分により高湿度となるため、局所
的に冷えすぎると結露することがある。
　そのため、比較的高い温度に設定することで冷却量を少なくし、局所的な冷えすぎによ
る結露発生を抑制している。
【００１９】
　冷凍室１８は、冷凍温度帯に設定される室で、具体的には、通常－２２～－１８℃に設
定され冷却されるが、冷凍保存状態向上のためには、例えば－３０℃や－２５℃などの低
温に設定され冷却される。
【００２０】
　図２は冷蔵庫の内部を示す図である。
　冷蔵庫本体１は、金属製の外箱２と、硬質樹脂製の内箱３と、前記外箱２及び内箱３の
間に発泡充填された発泡断熱材４とで構成される。冷蔵庫本体１の内箱３内は、中央の第
１断熱仕切壁５により、最上部の冷蔵室１４と、その下部の切換え室１５及び製氷室１６
と、が断熱区画形成され、切換え室１５と製氷室１６とが、縦に延びた第４断熱仕切壁５
Ａにより断熱区画形成される。
【００２１】
　第２断熱仕切壁６により、切換え室１５及び製氷室１６と、その下に設けた野菜室１７
と、が断熱区画形成され、第３断熱仕切壁（下部断熱仕切壁）７０により、野菜室１７と
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、その下に設けた冷凍室１８と、が断熱区画形成される。
【００２２】
　野菜室１７の奥部には、冷気を生成するための冷却器２４が配置される。
　冷却器２４は、冷却ユニット１２４（図１参照。）に接続され、冷凍サイクルを構成す
る。図１の冷却ユニット１２４は、不図示の圧縮機と、不図示のコンデンサと、不図示の
放熱用の放熱パイプと、不図示のキャピラリーチューブと、を備える。不図示の圧縮機に
よって圧縮された冷媒の循環によって冷却が行われる。
【００２３】
　図３（Ａ）は、背壁構造体の正面図、図３（Ｂ）は、（Ａ）のＡ－Ａ線断面図、図３（
Ｃ）は、（Ａ）のＢ－Ｂ線断面図である。
　図４は、図３（Ａ）のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
　図３（Ａ）に示すように、野菜室１７は、冷蔵庫本体１の高さ方向の真ん中（図１参照
。）に配置され、野菜室１７の奥部には、野菜室１７の背壁を形成する背壁構造体２０が
設けられる。背壁構造体２０は、図４に示すように、冷蔵庫本体１の内箱３に取り付けら
れる。背壁構造体２０は、冷却器２４を覆って冷却室２２４を形成する。即ち、背壁構造
体２０と内箱３との間に、冷却室２２４が形成され、冷却室２２４には、冷却器２４が配
置される。２６は除霜ヒーターである。
【００２４】
　図５は背壁構造体の分解斜視図である。
　背壁構造体２０は、前面カバー２０１と、ヒーター２０２と、保護シート２０３と、真
空断熱材２０４と、第１中間カバー２０５と、成形断熱材２０６と、第２中間カバー２０
７と、第３中間カバー２０８と、後面カバー２０９と、を順に積層して構成される。後面
カバー２０９の上部には開口２０９Ａが設けられ、開口２０９Ａにはファン２５が配置さ
れる。後面カバー２０９の背面と、冷蔵庫本体１の内箱３（図２参照。）との間には、冷
却室２２４が形成される。
【００２５】
　前面カバー２０１は硬質樹脂によって形成され、背壁構造体２０の前面を構成する。前
面カバー２０１は、上部に、カバー部２１２を一体に備える。カバー部２１２は、切換え
室１５及び製氷室１６内に延在し（図３（Ａ）参照。）、各室１５、１６の背壁を構成す
る。前面カバー２０１は、カバー部２１２の下部において、上よりも下が前方に位置する
ように傾斜して形成される。カバー部２１２は、略垂直に形成される。
【００２６】
　ヒーター２０２は、前面カバー２０１の裏面に取り付けられる。ヒーター２０２は、前
面カバー２０１の裏面の略全面を覆うように形成される。ヒーター２０２は、アルミ箔が
貼り付けられた板状の部材であり、両面テープなどにより前面カバー２０１の裏面に貼ら
れる。ヒーター２０２は蛇行状の電熱線２０２Ａを備え、電熱線２０２Ａは、ヒーター２
０２の下部領域に設けられる。
【００２７】
　真空断熱材２０４は、図示は省略したが、板状の芯材を外被材により覆って、内部を減
圧密封することにより構成される。真空断熱材２０４は板状であり、前面カバー２０１の
裏面のリブ（不図示）に嵌合し、ヒーター２０２を挟んで、前面カバー２０１の裏面の略
全面を覆って配置される。
【００２８】
　真空断熱材２０４の外被材は、内部に外気が侵入することを抑制し、屈曲性を有するも
のであればよい。外被材は、熱溶着フィルムと、中間層としてのガスバリアフィルムと、
最外層の表面保護フィルムとを、ラミネートしたものでよい。熱溶着フィルムは、低密度
ポリエチレンフィルムでよい。
　真空断熱材２０４の芯材は、厚さ０．５ｍｍのチョップドストランドマットを積層し、
減圧状態の厚さは、例えば８ｍｍ～１２ｍｍである。芯材は、チョップドストランドマッ
トに限定されず、断熱性を有し、可撓性を有するものであればよい。具体的には、繊維材
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料、発泡材料等の公知の材料が挙げられる。
【００２９】
　保護シート２０３は、ヒーター２０２と、真空断熱材２０４との間に配置される板状の
部材である。保護シート２０３は、真空断熱材２０４の外被材が破れたりすることがない
ように、真空断熱材２０４を保護する。
【００３０】
　第１中間カバー２０５は、上下方向に延び、真空断熱材２０４の裏面に接触させて取り
付けられる。成形断熱材２０６は、断熱性のある樹脂により形成される。第２中間カバー
２０７は、成形断熱材２０６と、後面カバー２０９との間に挟んで配置され、第３中間カ
バー２０８は、後面カバー２０９と横並びに配置される。
【００３１】
　背壁構造体２０には、図２に示すように、中央の冷却室２２４から、冷蔵室１４、製氷
室１６、切換え室１５、野菜室１７、冷凍室１８の、各室１４～１８に向かう行き風路１
４Ａ～１８Ａが設けられる。また、背壁構造体２０には、冷蔵室１４、製氷室１６、切換
え室１５、野菜室１７、冷凍室１８の、各室１４～１８から冷却室２２４につながる戻り
風路１４Ｂ～１８Ｂと、が設けられる。
【００３２】
　行き風路１４Ａ～１８Ａは、図２に示すように、冷却器２４で冷却された空気を、ファ
ン２５を介して各室１４～１８に供給するための風路である。冷却器２４は、図５におい
て、後面カバー２０９の後方の冷却室２２４に配置される。
　図３（Ｂ）、図３（Ｃ）に示すように、冷却室２２４からの冷却空気は、ファン２５を
通して、実線矢印のように流れて、連通路３０１に入る。連通路３０１は、第２中間カバ
ー２０７と、後面カバー２０９との間に形成される。連通路３０１は、各行き風路１４Ａ
～１８Ａにつながる。
【００３３】
　連通路３０１を経た冷却空気は、図２に実線矢印で示すように、上方に向かう冷蔵室１
４への行き風路１４Ａと、切換え室１５への行き風路１５Ａと、製氷室１６への行き風路
１６Ａと、野菜室１７への行き風路１７Ａと、下方に向かう冷凍室１８への行き風路１８
Ａと、の各風路に分配されて、各室１４～１８に供給される。図３（Ｂ）では、連通路３
０１を経た冷却空気は、上方に流れて冷蔵室１４に供給され、下方に流れて冷凍室１８に
供給される。また、図３（Ｃ）では、連通路３０１を経た冷却空気は、上方に流れて製氷
室１６に供給され、下方に流れて冷凍室１８に供給される冷却冷気の一部が第３断熱仕切
壁７０に開口した開口部で分岐して野菜室１７に供給される。
【００３４】
　冷蔵室１４と、切換え室１５と、野菜室１７と、への各行き風路１４Ａ、１５Ａ、１７
Ａには、不図示の風量調整のダンパーが配置される。
　行き風路１４Ａは、冷蔵室１４の背面に設けられたダクト１４Ｃ内に連通し、前方に開
口する吐出口１４Ｄ、１４Ｅを経て冷蔵室１４に連通する。
【００３５】
　各室１４～１８から戻る空気は、図２に破線矢印で示すように、戻り風路１４Ｂ～１８
Ｂを通して、冷却室２２４に配置された冷却器２４に向かう。
　冷蔵室１４からの戻り風路１４Ｂは、図２に示すように、図中右側を縦に延びて配置さ
れ、上端が冷蔵室１４の下部に連通し、下端が冷却室２２４の冷却器２４に向かう。この
戻り風路１４Ｂは、図４に示すように、図中右側において、冷却器２４と横並びに配置さ
れ、第３中間カバー２０８と、内箱３との間に形成される。
【００３６】
　切換え室１５からの戻り風路１５Ｂは、図２に示すように、図中右側を縦に延びて配置
され、上端開口１５Ｃが切換え室１５の下部に連通し、下端が冷却室２２４の冷却器２４
に向かう。この戻り風路１５Ｂは、図４に示すように、図中右側において、成形断熱材２
０６と、第３中間カバー２０８との間に形成される。
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【００３７】
　製氷室１６からの戻り風路１６Ｂは、図２に示すように、図中左側を縦に延びて配置さ
れ、上端開口１６Ｃが製氷室１６の下部に連通し、下端が冷却室２２４の冷却器２４に向
かう。この戻り風路１６Ｂは、図４に示すように、図中左側において、第１中間カバー２
０５と、成形断熱材２０６との間に形成される。
【００３８】
　野菜室１７からの戻り風路１７Ｂは、図２に示すように、最も図中右端を縦に延びて配
置され、上端開口１７Ｃが野菜室１７の上部に連通し、下端が冷却室２２４の冷却器２４
に向かう。この戻り風路１７Ｂは、図４に示すように、図中右端において、切換え室１５
からの戻り風路１５Ｂの外側に横並びに配置されており、成形断熱材２０６と、第３中間
カバー２０８との間に形成される。
【００３９】
　冷凍室１８からの戻り風路１８Ｂは、図２に示すように、冷凍室１８と野菜室１７とを
断熱区画形成する、第３断熱仕切壁７０を貫通する。
【００４０】
　図３（Ｂ）、図３（Ｃ）に示すように、冷却器２４の下方には、結露水を受けるドレン
パン３０３が配置され、ドレンパン３０３は、発泡断熱材３０５により覆われる。ドレン
パン３０３の底には、ドレンの排水口を備え、排水口にはドレンホース（不図示）が接続
される。ドレンパン３０３の内側には、除霜ヒーター２６が配置される。
【００４１】
　冷却器２４に接触する後面カバー２０９には、ドレンを案内するガイド部材３０７が配
置される。図３（Ｂ）では、ガイド部材３０７は、冷凍室１８からの戻り風路１８Ｂ内を
下方に延出し、冷却器２４のドレンパン３０３内を指向する。図３（Ｃ）では、ガイド部
材３０７は、製氷室１６からの戻り風路１６Ｂ内を下方に延出し、冷却器２４のドレンパ
ン３０３内を指向する。３０９はバイパス通路である。
　即ち、ガイド部材３０７は、各戻り風路１４Ｂ～１８Ｂ内を下方に延出し、ドレンパン
３０３内を指向している。
【００４２】
　図６（Ａ）は、野菜室１７の下部に対応したところの、図３（Ａ）のＶＩ－ＶＩ線断面
図である。図６（Ｂ）は、図６（Ａ）のＣ－Ｃ線断面図である。また、図６（Ｃ）は、図
６（Ａ）のＤ－Ｄ線断面図である。
　上記図３（Ｃ）では、連通路３０１を経た冷却空気は、下方に流れて野菜室１７に供給
される。図６（Ｂ）、図６（Ｃ）は、野菜室１７への行き風路１７Ａと、製氷室１６から
の戻り風路１６Ｂと、を示している。
【００４３】
　図２に示すように、野菜室１７への行き風路１７Ａと、製氷室１６からの戻り風路１６
Ｂとは、第３断熱仕切壁７０の一部を開口して形成し、行き風路１７Ａは、野菜室１７の
下部と、冷凍室１８の上部と、に跨って形成されており、製氷室１６からの戻り風路１６
Ｂは野菜室１７の下部と第３断熱仕切壁７０内に形成されている。
　図６（Ｃ）に示すように、第３断熱仕切壁７０には、野菜室１７の下方の冷凍室１８に
突出させて、風量調整用の野菜室ダンパー（貯蔵室ダンパー）３２０が配置される。野菜
室ダンパー３２０は、冷凍室１８領域に配置される。野菜室ダンパー３２０は、仕切り壁
３２１を備え、仕切り壁３２１の下端を回り込むように形成された、略Ｕ字状の風路３２
２を備える。風路３２２にはダンパー板３２３が配置される。
【００４４】
　風路３２２の一端は、図６（Ｃ）に示すように、第３断熱仕切壁７０の一部を開口して
形成した、略Ｓ字状の入側行き風路１７Ａ－１につながり、入側行き風路１７Ａ－１は連
通路３０１につながる。
【００４５】
　風路３２２の他端は、第３断熱仕切壁７０を上下に貫通した、略Ｉ字状の出側行き風路
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１７Ａ－２につながり、出側行き風路１７Ａ－２は、背壁構造体２０の内部を上方に延出
して、背壁構造体２０の側壁に開口した、吐出口１７Ａ－３につながる。吐出口１７Ａ－
３は、野菜室１７の側壁を形成する内箱３に対向する。
【００４６】
　図６（Ｂ）に示すように、製氷室１６から戻る空気は、第３断熱仕切壁７０の一部を凹
ませて略Ｕ字状に形成した、下部戻り風路１６Ｂ－１を通って、冷却器２４に向かう。下
部戻り風路１６Ｂ内には、突出壁３２７が設けられ、突出壁３２７により略Ｕ字状の下部
戻り風路１６Ｂ－１が形成される。
【００４７】
　図７は、図６（Ｂ）の拡大図である。
　下部戻り風路１６Ｂの内側に設けられた突出壁３２７は、除霜ヒーター２６よりも低い
位置まで下方へ突出する。これにより、製氷室１６から戻る空気は、除霜ヒーター２６よ
りも低い位置に設けた下部戻り風路１６Ｂ－１を通り、戻り口１６Ｂ－２から冷却室２２
４へ戻る。戻り口１６Ｂ－２は、除霜ヒーター２６の前方に開口する。
　下部戻り風路１６Ｂ－１は、略Ｕ字状の風路であり、突出壁３２７の下方の風路は、除
霜ヒーター２６の下面よりも低い位置にある。下部戻り風路１６Ｂ－１は、いわゆるトラ
ップ構造として形成される。
【００４８】
　下部戻り風路１６Ｂの上方の、製氷室１６からの戻り風路１６Ｂの内周壁には、水切り
３５０が設けられる。
【００４９】
　図８（Ａ）、図８（Ｂ）、図８（Ｃ）は、水切りを示す図である。
　図８（Ａ）、および図８（Ｂ）に示すように、水切り３５０は、集合部３５１と、集合
部３５１に向けて傾く水切り板３５３と、を備える。
　水切り板３５３は、図８（Ｂ）に示すように、断面矩形状の戻り風路１６Ｂの一辺を集
合部３５１に向けて傾く第１水切り板３５３Ａと、戻り風路１６Ｂの二辺に亘って集合部
３５１に向けて傾く第２水切り板３５３Ｂと、を備える。
　図８（Ａ）（Ｃ）に示すように、第１水切り板３５３Ａ、および第２水切り板３５３Ｂ
の傾きθは、例えば１０°～２０°である。
【００５０】
　集合部３５１の底には、図８（Ａ）に示すように、ドレン開口３５５が設けられる。集
合部３５１は、深くなった一部がドレンパン３０３内に収められ、ドレン開口３５５は、
ドレンパン３０３内に開口する。
　集合部３５１に集められたドレンは、ドレン開口３５５を経て、冷却器２４のドレンパ
ン３０３に回収される。集合部３５１のドレン開口３５５は、想像線Ｌで示すように、除
霜ヒーター２６の上面とほぼ同じ高さにある。
【００５１】
　本実施の形態では、製氷室１６からの戻り風路１６Ｂは、除霜ヒーター２６よりも低い
位置を通る下部戻り風路１６Ｂ－１を備える。
　これによれば、除霜ヒーター２６に通電し、冷却器２４の除霜を行う場合、温められた
空気は上方に向かう。ここで、製氷室１６からの戻り風路１６Ｂは、下部戻り風路１６Ｂ
－１を備えるため、温められた空気は、下部戻り風路１６Ｂ－１によりトラップされて滞
留するため、製氷室１６への逆流が防止される。
　したがって、冷却器２４の除霜時に、除霜ヒーター２６の熱気が製氷室１６に向かわず
、製氷室１６内の氷を解かすことがない。
【００５２】
　本実施の形態では、下部戻り風路１６Ｂ－１は、野菜室１７と、野菜室１７よりも下方
の冷凍室１８とを仕切る第３断熱仕切壁７０に配置される。
　これによれば、下部戻り風路１６Ｂ－１は、除霜ヒーター２６よりも低い位置を通るこ
とになり、温められた空気の製氷室１６への逆流が防止される。
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【００５３】
　本実施の形態では、下部戻り風路１６Ｂ－１は、第３断熱仕切壁７０の一部を凹ませて
略Ｕ字状に形成される。
　これによれば、下部戻り風路１６Ｂ－１は、除霜ヒーター２６よりも低い位置を通り、
温められた空気の製氷室１６への逆流が防止される。
【００５４】
　本実施の形態では、下部戻り風路１６Ｂ－１は、下方へ突出する突出壁３２７を備える
。
　これによれば、下部戻り風路１６Ｂ－１を通って戻る空気は、突出壁３２７の下端を回
り込んで、略Ｕ字状の風路を通り、製氷室１６への逆流が防止される。
【００５５】
　上述したように、下部戻り風路１６Ｂ－１を備えても、除霜時には、除霜ヒーター２６
の熱が若干伝わり熱によって戻り風路１６Ｂ内に結露が発生する。
　本実施の形態では、戻り風路１６Ｂの内壁に水切り３５０を備え、水切り３５０は、冷
却器２４のドレンパン３０３に連通するドレン開口３５５を備える。
　水切り３５０は、集合部３５１と、集合部３５１に向けて傾く水切り板３５３と、を備
え、ドレン開口３５５は、集合部３５１の底に形成される。
　これによれば、戻り風路１６Ｂ内に結露が発生しても、水切り３５０により、結露水は
ドレンパン３０３に回収される。
【００５６】
　本実施の形態では、下部戻り風路１６Ｂ－１は、冷却室２２４への戻り口１６Ｂ－２を
備え、前記戻り口１６Ｂ－２は前記除霜ヒーター２６の前方に開口する。
　これによれば、下部戻り風路１６Ｂ－１を通って戻る空気は、除霜ヒーター２６の前方
に向かうため、温められた空気の製氷室１６への逆流が防止される。
【００５７】
　上述の各実施の形態は、本発明の一実施の態様であり、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
で任意に変形、及び応用が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　以上のように、本発明に係る冷蔵庫は、他室よりも高温に設定される貯蔵室に冷却器を
配置し、冷却器を覆って貯蔵室の奥部に冷却室を形成する、背壁構造体を備える冷蔵庫に
好適に利用可能である。
【符号の説明】
【００５９】
　１　冷蔵庫本体
　３　内箱
　１４　冷蔵室
　１５　切換え室
　１６　製氷室
　１７　野菜室（貯蔵室）
　１７Ａ－３　吐出口
　１８　冷凍室
　１４Ａ～１８Ａ　行き風路
　１４Ｂ～１８Ｂ　戻り風路
　１６Ｂ－１　下部戻り風路
　１６Ｂ－２　戻り口
　２０　背壁構造体
　２４　冷却器
　２６　除霜ヒーター
　２２４　冷却室
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　３０３　ドレンパン
　３５０　水切り
　３５１　集合部
　３５３　水切り板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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